
効果ある連携構築の姿を示す

多
職
種
施
設
対
応
型
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム

Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
の
相
対
的
有
用
性
と
地
域
へ
の
買
献

〓
〓
原
五

一郎
一
〈
一・
山
形
県
鶴
岡
地
区
医
師
会
会
長
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◆Summary
Local electronic lnedical recoding system Net4U wllich employment
12 years, strengtllened the muli― occupational ftlncion,and renev″ ed
it extensiveb4 FurthermOre,it corresponds to ID― Link and partici

pates in the medical information network"CHOKAI NETVVORK‖
、vhich covers the secondary Shonai demographic diwision oflnedical
ser宙ces Tlle intelligence infrastructtlre oftlle medical tl eatment and

care cooperation in the demographic‐ division― oimedical― services

v/hole region is being improved

要
旨

一
運
用
１２
年
目
を
迎
え
た
地
域
電
子
カ
ル
テ

Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ

（ヽ
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ユ
ー
）
は
、
多
職

種
連
携
機
能
を
強
化
し
、
全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
。
さ
ら
に
、
３
占
一癸

に
対
応
し
、
庄
内

２
次
医
療
圏
を
カ
バ
ー
す
る
医
療
情
報
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

「ち
ょ
う
か
い
ネ
ッ
ト
」
に
参
加
す
る
。

医
療
圏
全
域
に
お
け
る
医
療

。
介
護
連
携
の
情
報

基
盤
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

高
齢
化
社
会
が
急
速
に
進
む
中
、
地
域
医
療
に
お

い
て
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
限
ら
れ
た
医
療
資
源

を
有
効
に
活
用
し
た
、
多
職
種
協
働
に
よ
る
包
括
的

な
医
療

・
介
護
体
制
の
構
築
で
あ
る
。
そ
の
目
的
の

た
め
に
は
、
医
療
機
関
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

介
護
施
設
、
薬
局
な
ど
、
施
設

・
職
種
の
垣
根
を
超

え
た
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、
連
携
を
支
え
る
ツ
ー

ル
と
し
て
Ｉ
Ｔ
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

山
形
県
鶴
岡
地
区
医
師
会
が
運
用
す
る
医
療
連
携

型
電
子
カ
ル
テ
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
は
、
多
施
設

・
多
職
種

間
で
の
患
者
情
報
の
共
有
と
相
互
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
可
能
と
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
ま
さ
に

地
域
医
療
に
求
め
ら
れ
る
連
携
を
支
援
す
る
Ｉ
Ｔ

ツ
ー
ル
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

新
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
開
発
ま
で
の
経
緯

Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
は
、
２
０
０
０
年
度
の
通
産
省
の
補

助
金
事
業
で
あ
る

「先
進
的
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
医
療

を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
推
進
事
業
―
電
子

カ
ル
テ
を
中
心
と
し
た
地
域
医
療
情
報
化
―
」
に
よ

り
構
築
さ
れ
た
地
域
電
子
カ
ル
テ
で
あ
る
。
医
師
会

内
に
設
置
し
た
サ
ー
バ
に
情
報
を

一
括
管
理
す
る
ク

ラ
ウ
ド
型
の
電
子
カ
ル
テ
で
あ
り

（図
１
）
、
地
域

電
子
カ
ル
テ
の
草
分
け
と
し
て
全
国
的
に
も
評
価
さ

れ
て
い
る
。
現
在
の
参
加
施
設
は
、
病
院
５
、
診
療

所
２３
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
２
、
調
剤
薬
局
２
、

居
宅
介
護
支
援
所
８
、
介
護
事
業
所
２
で
、

００
年
１

月
か
ら
の
運
用
で
、

１２
年
７
月
３
日
現
在
の
登
録
患

者
数
は
１２
万
４
８
２
１
人
で
あ
る
。

一
方
で
、

１２
年
を
経
た
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
は
技
術
的
な

陳
腐
化
も
目
立
ち
、
さ
ら
に
は
、
医
療
環
境
が
当
初

想
定
し
た
病
院
を
中
心
と
し
た
病
診
連
携
モ
デ
ル
か

ら
、
在
宅
の
高
齢
者
を
主
な
対
象
と
し
た
多
職
種
連

携
モ
デ
ル
に
シ
フ
ト
す
る
中
、
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
自
体
も

そ
れ
に
対
応
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ

で
、
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
は
、
医
療
と
介
護
を

つ
な
ぐ

ヘ
ル

ス
ケ
ア
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ー
不
ツ
ト
ワ
ー
ク
と
銘
打
ち
、

全
面
改
訂
し
、
本
年
５
月
１
日
か
ら
実
運
用
を
開
始

し
た
。

多
く
の
機
能
を
強
化
し
た
新
Ｎ
ｅ
ｔ
４
∪
の
紹
介

新
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
は
、
従
来
の
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
の
機
能

を
踏
襲
し
つ
つ
、
特
に
在
宅
医
療
に
お
け
る
多
職
種

連
携
を
支
援
す
る
機
能
を
強
化
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

Ｈ∪

ｒ
【●
Ｆ
に
も
対
応
す
る
こ
と
で
、
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
か

ら
ダ
イ
レ
ク
ト
に
病
院
の
電
子
カ
ル
テ
情
報
を
閲
覧

し
た
り
、
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
非
参
加
医
療
機
関
か
ら
も
、

Ｈ∪
ｌ
ｒ
い●
Ｆ
を
介
し
て
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
の
カ
ル
テ
情
報
が

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

図
２
が
ト

ッ
プ
画
面
で
あ
る
が
、
電
子
カ
ル
テ
と

は
と
て
も
思
え
な
い
、
ま
る
で
ブ
ロ
グ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
よ
う
な
斬
新
な
レ
イ
ア
ウ
ト
を

採
用
し
て
い
る
。
左
上
に
は
、

ユ
ー
ザ
、
す
な
わ
ち
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医
師
、
看
護
師
な
ど
の
写
真
が
載
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
も
ち
ろ
ん
、
載
せ
る
必
要
は
な
い
が
、
顔
の
見

え
る
関
係
が
望
ま
れ
る
地
域
医
療
に
お
い
て
は
、
顔

を
見
せ
合
う
と

い
う
こ
と
が
よ
り
密
な
連
携
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
の
発
想
で
あ
る
。
右
上
に
は

ニ
ュ
ー
ス
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
が
あ
り
、
最
新
の
地
域
の

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
が
自
動
的
に
表
示
さ
れ
る
。
下
半
分

は
、
診
察
し
た
患
者
の
最
新
の
リ
ス
ト
で
あ
る
。
こ

こ
に
表
示
さ
れ
る
リ
ス
ト
は
、
自
院
に
受
診
中
の
患

者
ば
か
り
で
な
く
、
連
携
先
の
医
療
機
関
や
施
設
で

何
ら
か
の
情
報
の
更
新
が
あ
る
と
最
新
の
デ
ー
タ
と

し
て
表
示
さ
れ
る
。

図
３
は
カ
ル
テ
画
面
で
あ
る
。
左
欄
に
は
、
患
者

の
基
本
情
報
と
他
院
で
の
診
断
名
を
含
め
、
該
当
患

者
の
病
名
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
下
に
、
患

者
が
通
院
し
て
い
る
医
療
機
関

（施
設
）
名
が
表
示

さ
れ
る
。
新
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
で
は
、
カ
ル
テ
共
有
に
関

係
な
く
、
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
に
登
録
し
た
患
者
で
あ
れ
ば

こ
こ
に
通
院
医
療
機
関
～
施
設
名
が
表
示
さ
れ
る
よ

う
に
な

っ
た
。
地
域
全
体
で
患
者
を
支
え
る
と

い
う

観
点
か
ら
、
地
域

の
中
で
患
者
が
ど
の
医
療
機
関
、

施
設
に
通
院
し
て
い
る
の
か
を
把
握
で
き
る
機
能
は

大
変
重
要
だ
と
考
え
る
。

右
に
所
見
、
処
置
、
処
方
な
ど

い
わ
ゆ
る
カ
ル
テ

情
報
が
表
示
さ
れ
、
真
ん
中
の
画
面
で
は
、
患
者
の

受
診
状
況
が
、
所
見
、
処
方
、
処
置
な
ど
の
ア
イ
コ

ン
と
し
て
日
、
月
単
位
で
俯
睡
で
き
る
。

旧
Ｎ

ｅ
ｔ
４
Ｕ
の
検
索
機
能
は
極
め
て
貧
弱
で

あ

っ
た
が
、
新
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
で
は
、
患
者
名
や
生
年

月
日
、
共
有
施
設
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
で
患
者
を
検

索
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
。
特
定
の
病
院
や
施

設
と
カ
ル
テ
を
共
有
し
て
い
る
患
者
リ
ス
ト
が
欲
し

い
な
ど
の
時
に
有
用
で
あ
る
。

文
書
作
成
機
能
は
、
従
来
の
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
に
は
な

か
っ
た
、
新
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
の
特
徴
的
な
機
能
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
診
療
情
報
提
供
書
、
訪
看
看
護
指
示
書

な
ど
文
書
作
成
は
独
立
し
た
機
能
と
な
り
、
作
成
し

た
各
種
文
書
を
患
者
ご
と
に
管
理
す
る
こ
と
も
可
能

に
な

っ
た
。
ま
た
、
過
去
に
出
し
た
紹
介
状
の
受
信
、

送
信
内
容
も

一
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
介

護
系
で
は
、
病
院
へ
の
報
告
書
、
介
護
保
険
利
用
者

情
報
提
供
書
な
ど
さ
ま
ざ
ま
文
書
が
流
通
し
て
い
る

が
、
そ
の
様
式
が
統

一
さ
れ
て
お
ら
ず
煩
雑
と
の
指

摘
が
あ

っ
た
が
、
新
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
で
は
地
域
で
統

一

し
た
書
式
を
採
用
し
て
い
る
。

新
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
と
ロ
Ｉ
Ｆ
一具

に
よ
る

地
域
包
括
的
医
療
介
護
ネ
ッ
ト
ヮ
ー
ク
の
構
築

さ
ら
に
新
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
で
は
、
【∪
‐
ｒ
】●
庁
に
対
応

す
る
こ
と
で
、
山
形
県
の
日
本
海
側
に
位
置
す
る
庄

内
２
次
医
療
圏

（人
口
約
３０
万
）
を
カ
バ
ー
す
る
医

療
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

「
ち
ょ
う
か
い
ネ

ッ
ト
」
に

参
加
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
「
ち
ょ
う
か
い
ネ

ッ
ト
」

に
は
、
地
方
独
立
行
政
法
人
山
形
県

・
酒
田
市
病
院

機
構
　
日
本
海
総
合
病
院
、
医
療
法
人
健
友
会

本

間
病
院
、
鶴
岡
市
立
荘
内
病
院
を
は
じ
め
１
０
０
近

く
の
医
療
機
関
な
ど
が
参
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
中

に
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
も
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
患
者
の
同
意
が
前
提
で
は
あ
る
が
、
Ｎ
ｅ

ｔ
４
Ｕ
非
参
加
医
療
機
関
か
ら
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
参
加
施

設
の
情
報
が
閲
覧
で
き
た
り
、
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
参
加
施

設
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
に
病
院
の
情
報
を
参
照
し
た
り

す
る
こ
と
も
可
能
と
な

っ
た
。

例
え
ば
、
脳
卒
中
で
中
核
病
院

へ
入
院
し
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
を
経
て
、
施
設
あ
る
い
は
在

ダイアルア

介護福祉施設   診療所

く`:ヽ

(

内病院HISネットワークからのNet4∪の利用は、専用線接続により最大限の安全性を確保。

施設からのNet4U利用は、SSレ∨PNに より安全性と普及力を両立。

査会社からの検査データは10年 来ISDNに よるダイアルアッ こよる安全性の確保。

④ Net4Uと ID― Linkと の接続はインターネットVPNを採用。

各施設のユーザーは既存のセキユアなSSL― VPNを通して、ID―日nkを 利用できる。
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サイトポータル画面

図2 新 Net4∪ の トップ画面 ※診療所名、氏名等は架空のものですc

患者ポータル画面

図3 新 Net4∪ のカルテ画面 ※診療所名、氏名等は架空のものです。
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図 4 Net4∪ と ID― Linkの位置付け

宅

へ
移
行
し
た
患
者
さ
ん
の
情
報
を
シ
ー
ム
レ
ス
に

つ
な
ぐ
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。

「ち
ょ
う
か
い
ネ
ッ
ト
」
は
、
病
院
の
カ
ル
テ
を

診
療
所
が
閲
覧
す
る
だ
け
の

一
方
向
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
だ
け
で
は
な
く
、
庄
内
医
療
圏
全
体
に
お
い
て
医

療
、
介
護
が
連
携
し
、
患
者
さ
ん
を
支
え
る
イ
ン
フ

ラ
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

（図
４
）。

∪
許
】昇

は
全
国
各
地
で
採
用
が
進
ん
で
い
る

が
、
病
院
の
電
子
カ
ル
テ
情
報
を
診
療
所
あ
る
い
は

病
院

へ
開
示
す
る
と
い
う
の
が

一
般
的
な
利
用
法
で

あ
り
、
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
の
よ
う
な
地
域
電
子
カ
ル
テ
を

Ｈ∪
ｌｒ
【●
パ
を
介
し
て
閲
覧
可
能
と
す
る
の
は
、
全
国

初
の
試
み
に
な
る
。

新

Ｎ

ｅ
ｔ
４
Ｕ
に
よ
る

在
宅

ケ

ア
シ

ス
テ
ム

ヘ
の
貢
献

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
た
わ
が
国
で
は
、
病
院
医

療
か
ら
在
宅
医
療
へ
の
転
換
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
が
、
在
宅
医
療
に
お
い
て
は
、
医
療
、
介
護
、

福
祉
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
に
よ
る
包
括
的
な
支
援

が
継
続
的
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
実
現
に
は
医
師
の
み
な
ら
ず
、
看
護
師
、
介
護
、

薬
局
、
歯
科
、
栄
養
な
ど
、
多
職
種
に
よ
る
協
働
が

不
可
欠
で
あ
る
。
特
に
在
宅
と
い
う
療
養
の
場
に
お

い
て
は
、
生
活
を
支
え
る
と
い
う
視
点
が
大
き
な
ウ

エ
イ
ト
を
占
め
る
た
め
、
介
護

・
福
祉
系
の
職
種
の

役
割
が
大
き
い
も
の
の
、
多
職
種
、
と
り
わ
け
医
療

と
介
護
と
の
連
携
は
十
分
と
は
い
え
な
い
と
い
う
課

題
が
あ
る
。

当
地
区
で
は
、
厚
労
省
に
よ
る
在
宅
医
療
連
携
拠

点
事
業
を
受
託
し
、
多
職
種
協
働
に
よ
る
在
宅
医
療

の
支
援
体
制
を
構
築
す
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
方
で
、
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
は
す
で
に
１２
年
以
上
に
わ

た
る
医
療
現
場
で
の
運
用
実
績
が
あ
り
、
波
及
効
果

も
含
め
さ
ま
ざ
ま
な
成
果
を
上
げ
て
き
た
が
、
特
に

活
用
さ
れ
て
い
る
の
が
在
宅
医
療
の
分
野
で
あ
る
。

在
宅
医
療
に
お
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
多
職
種
協

働
が
欠
か
せ
な

い
が
、
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
は
在
宅
医
療
、

特
に
が
ん
患
者
の
在
宅
終
末
期
医
療

（在
宅
緩
和
ケ

ア
）
に
お
け
る
、
在
宅
主
治
医
、
訪
問
看
護
師
、
薬

剤
師
、
病
院
主
治
医
、
緩
和
ケ
ア
専
門
チ
ー
ム
、
リ

ハ
ス
タ
ツ
フ
な
ど
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
共
有
ツ
ー

ル
と
し
て
実
績
を
あ
げ
て
き
た
。

さ
ら
な
る
在
宅
医
療
の
充
実
の
た
め
に
は
、
今
ま

で
参
加
す
る
機
会
の
少
な
か

っ
た
介
護
系
、
特
に
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
薬
剤
師
、
歯
科
医
の
参
加
が
必
要

で
あ
り
、
新
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
導
入
を
契
機
に
、
こ
れ
ら

職
種

へ
の
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
の
導
入
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
現
在
、
居
宅
介
護
支
援
所
８
施
設
、
介

護
事
業
所
２
施
設
で
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
が
導
入
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
調
剤
薬
局
の
参
加
も
８
施
設
と
拡
大
し

て
い
る
。

以
下
は
、
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
を
利
用
し
て
み
た
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
の
感
想
で
あ
る
。
「
利
用
し
て
み
て
、

医
師
と
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
上
で
つ
な
が

っ
て
い
れ
ば
、
医

師
が
診
察
し
た
結
果
、
処
方
の
変
更
等
、
タ
イ
ム
リ
ー

に
共
有
で
き
る
こ
と
で
患
者
様
の
対
応
が
ス
ム
ー
ズ

に
な

っ
た
と

い
う
感
想
を
持
ち
ま
し
た
。
例
え
ば
、

往
診
し
た
医
師
か
ら
、
立
ち
上
が
り
が
困
難
に
な

っ

て
き
て
い
る
と

の
情
報
を

い
た
だ
き
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
訪
問
し
て
ベ
ッ
ド
の
使

い
方
の
説
明
を
す

る
こ
と
で
、
立
ち
上
が
り
が
ス
ム
ー
ズ
に
な

っ
て
自

分
で
ト
イ
レ
に
行
け
る
よ
う
に
な

っ
た
、
と

い
う
事

例
が
あ
り
ま
し
た
。
情
報
が
早
く
伝
わ
る
こ
と
で
患
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者
様

の
生
活

の
質
が
良
く
な
る
の
で
は
と
感
じ
ま

す
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
医
師
な
ど
に
聞
き
た
い

こ
と
が
あ

っ
た
場
合
、
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
に
記
載
す
れ
ば

返
事
が
返

っ
て
き
ま
す
の
で
、
従
来
の
訪
問
や
電
話

よ
り
も
、
気
軽
に
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
遠
慮

し
な
い
で
聞
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
。

Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
の
相
対
的
有
用
性
と

地
域
医
療
へ
の
貢
献

Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
は
、
病
診
連
携
、
在
宅
医
療
な
ど
の

分
野
で
有
効
に
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ

は
あ
く
ま
で
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
の
存

在
だ
け
で
当
地
区
の
連
携
が
進
ん
だ
わ
け
で
は
な

い
。
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
導
入
以
降
、
そ
の
運
用
成
果
が
評

価
さ
れ
、
緩
和
ケ
ア
普
及
の
た
め
の
地
域
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
ユ
ビ
キ
タ
ス
タ
ウ
ン
構
想
事
業
、
在
宅
医
療

連
携
拠
点
事
業
な
ど
の
事
業
を
地
域
が
受
託
す
る
こ

と
が
で
き
た
し
、
そ
れ
ら
事
業
を
実
施
す
る
中
で
、

連
携
の
基
盤
と
な
る
多
職
種
間
の
い
わ
ゆ
る
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
醸
成
さ
れ
て
き
た
と
考
え
て

い
る
。

特
に
、
３
年
間
行
わ
れ
た
緩
和
ケ
ア
普
及
の
た
め

の
地
域
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、
末
期
が
ん
患

者
の
多
職
種
連
携
ツ
ー
ル
と
し
て
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
が
有

効
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
が
在
宅
緩
和

ケ
ア
に
果
た
す
役
割
が
大
き

い
こ
と
を
実
証
し
た
。

ま
た
、

０６
年
に
は
南
庄
内
地
域
連
携
パ
ス
運
営
協

議
会
を
設
立
し
、
大
腿
骨
近
位
部
骨
折
や
脳
卒
中
地

域
連
携
パ
ス
を

フ
ル
に
Ｉ
Ｔ
化
し
運
用
し
て
き
た
。

早
期
か
ら
Ｉ
Ｔ
パ
ス
を
開
発
し
、
運
用
で
き
た
の
は
、

Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
で
培

っ
た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤
が
あ

っ

た
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
Ｎ
ｅ
ｔ
４
Ｕ
と
い

う
シ
ス
テ
ム
が
、
地
域
に
密
着
し
た
ベ
ン
ダ
ー
を
育

て
、
地
域
と
ベ
ン
ダ
ー
が
共
に
活
動
す
る
こ
と
で
、

パ
ス
シ
ス
テ
ム
や
新
Ｎ

ｅ
ｔ
４
Ｕ
の
開
発
、
パ
ス

デ
ー
タ
の
解
析
、
ユ
ー
ザ
の
保
守
や
管
理
な
ど
を
委

ね
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
当
地
区
医
師

会
の
先
達
が
地
域
医
療
の
将
来
を
見
据
え
、
保
健
か

ら
医
療
、
介
護
ま
で
多
く
の
施
設
を
創
設
し
、
経
済

的
基
盤
に
立
脚
し
つ
つ
、
積
極
的
に
Ｉ
Ｔ
化
も
推
進

し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。
当
地
区
の
取
り
組
み
が
、

医
師
会
主
導
の
地
域
医
療
の
モ
デ
ル
の
ひ
と
つ
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

※
　
　
　
　
　
　
※

三
原

一
郎

（み
は
ら

。
い
ち
ろ
う
）
●
５０
年
東
京
都
生

ま
れ
。

７６
年
東
京
慈
恵
会
医
科
大
卒
。
同
大
病
院
皮
膚

科
勤
務
を
経
て
、

９３
年
郷
里
の
山
形
県
鶴
岡
市
に
三
原

皮
膚
科
を
開
業
。

９６
年
鶴
岡
地
区
医
師
会
情
報
シ
ス
テ

ム
委
員
長
と
な
り
、
同
医
師
会
内
に
イ
ン
ト
ラ
ネ

ッ
ト

を
構
築
し
、
情
報
化
を
推
進
す
る
。

０２
年
山
形
県
医
師

会
常
任
理
事
。

０６
年
鶴
岡
地
区
医
師
会
副
会
長
。

１０
年

日
本
医
師
会
医
療
Ｉ
Ｔ
委
員
会
委
員
。

１２
年
鶴
岡
地
区

医
師
会
長
。
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